
業　務 の 名 称 R１宮ヶ瀬ダム流入土砂抑制対策検討業務

業　務　概　要

（１）業務の目的　本業務は、宮ヶ瀬ダムのダム機能の維持と設
備の一般開放　を目的に土砂抑制対策及び施設の一般開放に
向けた対策について検討を行うものである。
（２）業務内容
１）計画準備
２）現地調査
３）土砂抑制対策検討
４）施設の一般開放に向けた対策検討
５）報告書作成

契約担当官等の氏名並びにその
所属する部局の名称及び所在地

分任支出負担行為担当官関東地方整備局
相模川水系広域ダム管理事務所長　竹本　隆之
神奈川県相模原市緑区青山字南山２１４５－５０

契　約　年　月　日 令和元年１１月１９日

契　約　業　者　名 株式会社　建設技術研究所　東京本社

契 約 業 者 の 住 所 東京都中央区日本橋浜町３－２１－１

契　約　金　額 ２４，９４８，０００円(税込み)

予　定　価　格 ２４，９９２，０００円(税込み)

会計法第２９条の３第４項
予算決算及び会計令１０２条の４第３号

業　務　場　所 相模川水系広域ダム管理事務所管内

業　種　区　分 土木関係建設コンサルタント業務

履　行　期　間（自） 令和元年１１月２０日

履　行　期　間（至） 令和2年3月25日

備　　　　考
入札情報サービス（ＰＰＩ）（http://www.i-ppi.jp/Search/Web/Gyomu/Keika/Search.aspx）に
アクセスし、発注期間及び業務名を入力して検索することにより、契約過程に関する情報を
閲覧可能である。

随意契約結果及び契約内容

随意契約によることとした理由

本業務は、宮ヶ瀬ダムの堆砂率が計画を上回っており、ダム機
能維持のため、土砂抑制対策の検討と土砂管理計画の立案を
行うものである。また、ダム施設の一般開放に向けた取り組み
として石小屋ダムの階段設計、ダム本体下流法面保護対策、
水とエネルギー館駐車場の拡幅石防護対策についても設計検
討を行うものである。　　　　　　　　　　　　本業務を遂行するため
には、高度な技術や経験を必要とすることから、貯水池土砂管
理計画の作成のための検討方法ついて技術提案をもとめ、簡
易公募型に準じたプロポーザル方式により選定を行った。
株式会社建設技術研究所は、技術提案書において総合的に最
も優れた提案を行った業者であり、当該業務を実施するのに適
切と認められたため、上記業者と契約を行うものである。


